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研究成果の概要（和文）：　ギリシャで発生した金融危機とエジプトにおける民衆運動について、歴史的見地を
含めて調査研究した。インフォーマントへの聞き取り調査を行い、得られた情報の整理をするとともに、政府発
表の公式統計データ等との突き合わせを行い、彼らの行動規範をネットワーク論の立場から考察した。ギリシ
ャ、エジプトの社会経済変動過程にあって、人びとがとった行動パターンは、ローカルであるとともに国外に広
がるグローバルなものであった。われわれは、彼らが近代国家の枠を超えた世界観をもち、家族や共同体の紐帯
のもとに、個人的、ないし家族的、地縁的なネットワークで行動することが多いとの認識（仮説）をもつに至っ
た。

研究成果の概要（英文）：We investigated civic attitudes and reactions to social or/and economic 
crisis recently occurred in Egypt and Greece. Both crisis had heavily influenced not only domestic 
economy but also each habitants’ daily lives. We have conducted a fact-finding study by interview 
to informants and their friends and could collect relevant voices and episodes. Finding some typical
 patterns, we compared our results with official statistics data of the government. The results of 
our research were as follows: firstly, data collected concerning to habitants’ daily lives, 
secondly, analysis of their attitudes toward the outer world of their local and/or domestic sphere, 
thirdly, careful survey on the implications of historical and contemporary investigations on civic 
actions, that may be called “Mediterranean”.

研究分野：地中海地域研究、西洋中世史

キーワード： 地中海　市民運動　アラブの春　金融危機　ヨーロッパ　ギリシャ　エジプト　グローバル･ネットワー
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１．研究開始当初の背景 
 2010〜12年に展開した「アラブの春」は、
長年にわたってアラブ各国を支配してきた
独裁政権を市民が次々に打倒し、世界史上に
残る大事件となった。それは、同世界におい
て市民が政治の主役となる新時代の到来を
告げる里程標ともあった。 
 他方、2009年 10月の政権交代を機に財政
赤字が公表数字よりも大幅に膨らむことを
明かしたことに始まる「ギリシャの経済危
機」は、同国市民の生活を直撃したばかりか、
ＥＵまた世界各国経済に多大な影響を及ぼ
した。それは、21世紀の国際経済、また各国
民経済に伏在する不安定性、相互連関性を象
徴して注目されるとともに、今なお予断を許
さぬ状況にある。 
 本研究は、これらの「危機」が、当事者で
ある国民の生活にいかなる影響を与えたか、
また、彼ら市民は「危機」にどう対応したの
か、を調査しようとした。 
 
２．研究の目的 
 エジプト、ギリシャにおける「危機」の発
生は、複雑な国際情勢の産物でもあった。こ
の仮説に立って本研究では、「危機」の構造
分析をめざしながら、現場の市民が「危機」
にどう対応したか、を調査することを目的と
した。 
 市民の「危機対応」は、エジプト、ギリシ
ャの現場社会における伝統的な社会関係の
表出でもあることが予想された。グローバリ
ゼーションの展開とともに、各ローカル社会
の人間関係や価値理念にも影響が及んだ。そ
の歴史を検証しながら、現下の「危機」の構
造を分析しようとするスタンスが、本研究の
基本だった。 
 
３．研究の方法 
(1)聞き取り調査と図書資料分析 
 ギリシャ、エジプト両共和国において発生
した「危機」に際し、市民らが採った対応に
ついて研究する。 
 アテネ（ギリシャ共和国）、カイロ（エジ
プト共和国）、および両者の近郊、また「陸
の島嶼」としてのエジプト共和国オアシス地
帯をサンプルとして取り上げ、現地インフォ
ーマントより聞き取り調査を実施した。調査
を補完するために、関連文献のサーヴェイを
行った。 
(2) 統計 
 現地インフォーマントよりの聞き取り調
査を補完するため、統計資料でのマクロ的状
況把握も行った。これにより、各国政府等が
行うデータ管理のあり方についても批判的
検討を行うことを企図した。 
(3) 地図を活用 
 インフォーマントを「主体」として措定し、
サンプル地点を中心とする人的ネットワー
クの展開のあり方を、できるだけ地図上に可
視化することを試みた。 

(4) ワークショップでの討論 
 ラバト＝ムハンマド 5世大学（2014年 9
月、モロッコ王国ラバト市）、およびイオニ
ア大学（2016年 3月、ギリシャ共和国コル
フ市）で国際ワークショップを開催した。海
外の研究協力者を含む関係研究者が集い、そ
れぞれの研究成果を報告して、方法論および
成果取り纏めについて議論を深めた。 
 
４．研究成果 
 (1)「危機」対応に関する市民の具体的な行
動データを集積し、政府発表の公式統計デー
タ等と突き合わせ、市民の行動原理をグロー
バル・ネットワークの観点から類型化した。
また「危機」の本質を、彼らのローカルに蓄
積された生活パターンとの齟齬の観点から
分析した。市民の「危機」対応は、歴史的現
象でもあった。このことから本研究では、歴
史的な市民の危機対応に即した分析も行っ
た。 
 (2) ２度の国際ワークショップを開催し、
研究成果発信に努めた。各メンバーが、関係
する国内外の学術雑誌に論文を公表すると
ともに、２冊の欧文論集 Mediterranean 
World 22（2015）、23（2017）を独自に刊行
して、国際学界から好評を得た。 
 具体的に得られた知見（成果）は、以下の
通りである。 
 (3) 各コミュニティで観察された市民の行
動原理は、およそ「地中海的人間関係」を代
表していると思われた。すなわち、現地居住
の家族のほか、当該地以外の土地に住む親族
および地縁者と連絡を緊密にとっている。外
国への通信も頻繁である。平時には、域外転
出者が（特に夏季に）本拠地に戻って滞在す
るケースも多い。かかるケースについては、
歴史研究、つまりそれらのケースを 20 世紀
の当該地の歴史のなかにさらに追跡するこ
とで、より立体的な歴史叙述が可能になる、
と新たな研究の可能性も感得された。 
 (4) われわれのインフォーマントは、当該
現地に居住し続けたケースである。その経済
生活は、政治・経済事情により転変を余儀な
くされた。しかし、しぶとく生活基盤を下支
えする知恵と、グローバルにすら展開するネ
ットワーク（家族的、地縁的）によって、生
存が可能となっていた。生業パターンは単純
ではないので、ケーススタディを継続したい。
また、20世紀後半以降の各コミュニティの経
済活動基盤の変化を、今後とも観察、分析し
ていきたい。人類学者が記述する、各地域の
「伝統社会」の構造を批判的に継承しながら、
「近代化」に伴う「生活基盤の変化」を追跡
したが、今般の「危機」への対応によって、
「変化」は加速された、と思料された。他方、
EU 統合に伴う経済制度の変化と地域経済の
変容も、今後とも追究されるべき論点と認識
された。  
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